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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・グループホーム避難訓練について
日時：3/23(月)　AM8:00～9：00※終了時間は目安であり、行動次第では早めに終わるとのこと。
＜利用者情報＞
・青木　紀子　様～本人より、昨日同様相談あり。先週処方が変更になってから調子が悪く、落ち着かずそわそわしてしまうとのこと。また、悪口を言う友人（北村奈美様・根地戸恵様）に対して、悪口を言っていることも嫌だし、自分も話に乗ってしまうし、どうしたらよいか分からないとのこと。スタッフから“悪口を言われると困る”ことを素直に伝える、話には乗らずにさりげなく話題転換をする等の解決策を提案。本日のSSTでお題に出してはどうかと説明すると、了承している。
・古舘　ヨリ　様～寝不足で、頭痛と倦怠感を訴えており、静養室を利用している。昨晩、就床前薬を飲まずに就床し、0時に起きて就床前薬を服用したが、その後眠れずに布団の中で過ごしたとのこと。「眠いから帰りたい」「でもグループホームの近くに車が停まっているから怖い」とも話しており、デイケアで休みながら他の利用者と一緒に帰ることを提案すると了承してそのまま過ごしている。
・駒木　洋士　様～来所時、体温35.6℃で体調不良を訴えている。11：15頭痛と頭重感訴え、顔面紅潮みられている。平熱35℃台だが、体温36.6℃、血圧116/73mmHg、脈拍92回/分、少し寒気があると話している。12：00体温36.3℃、顔面紅潮は持続しており、頭痛、喉の痛みを訴えている。本日は早めに帰宅して頂き、明日電話にて体調確認をしていくこととしている。
・野月　利章　様～朝から頭痛があるとのことで、表情冴えず、寒気を訴えている。昨日、何かあったのかと確認すると、首をかしげるのみで何もなかった様子。不調を母親に伝えたのか確認すると、母親に相談してもデイケアに連れてこられるだけであるため、相談していないと話している。11：10体温36.3℃、血圧122/86mmHg、脈拍74回/分、寒気を訴えるため入浴を促すが、眩暈があるため入浴しないとのこと。
・松川　順子　様～金銭使用状況を確認すると、残金25円となっている。月曜日より増えている事を確認するが、説明への理解が乏しくすぐに返答できない様子が見られている。再三確認すると、服を売って150円の金銭を得て、自販機でジュースを買い130円使ったと話している。今後入院を検討していく予定であり、妹様とも連絡をとっていき、入院の準備を進めていく。
・倉橋　生子　様～昨日帰荘後に不機嫌になることがあり、他利用者を怒鳴ることがあったとの情報提供あり。本日は落ち着いて過ごしており、怒鳴った利用者ともトラブルはない。

・小野寺　ノリ様～昨晩、青風荘帰荘後20：40血圧139/68mmHg、再検157/66mmHg。翌朝8：00血圧160/72mmHg、再検124/50mmHgと普段より血圧高値がみられている。不調の様子は見られず、普段通り日課も行う事できていたと情報提供あり。来所後も不調の訴え無く、12：30血圧119/51ｍｍHg、脈拍70回/分、プログラムに休まずに参加できている。
・大久保　康弘様～夕食時に突然焦った様子で「殺されるから危ない」「もう帰ります。知り合いのところに行きます」と話す。どこに行くかは言えないとの事。6台のタクシーを青陽館前に呼び、「知り合いを途中で乗せるからいいんです。」と妄想に左右された行動も見られている。当直の伊藤Drに状況を報告し、受診するよう指示あり。兄様に状況説明し、青陽館に来て頂き本人と話して頂くと落ち着くことが出来ている。その後当院受診し、服薬調整目的で入院。本日付けでデイナイトケアは利用中止となる。
・村上　元道　様～月曜にあった吐き気、腹痛、下痢について状況を確認。現在不調はなく、うみねこ幸房にも普通に出勤したと話している。ナイトケアでも表情良く過ごしており、不調の訴えはない。
・八木橋　牧雄様～来所時、体温36.7℃、19:00に再検すると体温37.3℃の発熱あり。血圧122/88mmHg、頭痛や寒気等の身体不調はないとのこと。顔面紅潮や手指振戦はみられるが、酒臭は感じられない。表情良くスタッフや他利用者と交流しながら過ごしている。
＜心理検査結果について＞
○細谷地　与蔵様：HDS-RとMMSEを実施。（前回H26年2月に実施。）
結果：HDS-R　19点→21点　　　MMSE　22点→22点

・時計を書く検査が前よりもできなくなっており、計画立てて物事を行う能力が低下している。
・指示が書かれている紙を見て同じ動作をする検査では、指示を間違って判断してしまい、見たことを間違ってとらえてしまうことがある。
・脳血管性認知症の場合、出来ることと出来ないことがはっきりする特徴があり、細谷地様も当てはまっている。物忘れに関しての自覚はないと話している為、できないことや物忘れを指摘されると不機嫌になることや鬱のようになることも考えられる。今後として得意で出来ているところを維持できるように関わる必要がある。

○吉田　富秋様：WAIS-Ⅲを実施。（前回H16年に実施。）　結果：IQ61　軽度知的障害レベル
・全般的に能力は低く、学歴は中卒であるが、それを加味しても低い結果となっている。
・得点が低いところは、物事の共通点を見つけること、場の空気を読むこと、言葉の意味を理解すること、常識的な観点から考えることなどが挙げられる。
・耳から得る情報より、目から得る情報の方が覚えやすいが、見たものを真似ることは苦手な様子。なんとなくわかっているように見えるが、簡単なものでも間違いが多い。
・今回の検査は、本人より就労希望があり、主治医より知能検査の指示があったことから実施している。検査時に就労を希望する理由を確認した所、将来のお金が心配とのことで、お金がどうにかなれば働かなくても良いと話している。検査結果より、状況を正しく判断する事が難しい為、他者のアドバイスなどの支援が必要になる。今後の就労については、まずは本人の金銭に対する心配を解消できるように、サービスや制度をしっかりと説明する必要がある。

＜外来情報＞
・高柳　和子様～左耳が痛いとの訴えあり、エルタシン軟膏が1本処方となっている。
・清水頭　翼様～ハロマンス筋注施行。次回は2週間後となっている。
・中村　茂　様～治験の説明を妹様と実施している。入院については、準備や調整が整い次第と伝えている。
・繁名　和恵様～体重増加傾向であり、現在67㎏。本人は60kgまで減量したいと希望している。担当医よりジプレキサの副作用が関連している可能性を伝えると、減薬を希望。ジプレキサ（10）1T→（5）1Tに減薬。今後様子を見ていく。
・清水　秋男様～本人より、朝ぼんやりとする、すっきりしないとの訴えあり、エスタゾラム（2）0.5Tが追加となっている。また、右肩と右大腿痛み訴え現在処方されているナパゲルンを塗るように指示。みぎ太ももも痛い。ハップスター処方
・青木　紀子様～デイケアの人間関係に疲れたと訴えている。先週変薬したが、元に戻すことを説明し、レキソタン（2）2T2×→3T3×に戻している。
・平　京子　様～先週の検査結果が悪く、昨日採血を実施。結果は変わらず悪い状態である為、来週3/23（月）13：00改めて採血検査実施予定。また、当日日内変動の検査を実施予定としている。前回と同じ時間で検査するように指示あり。検査キットは月曜朝にとりに行くようにとのこと。

